
 令和元年度　第１学期　生徒授業評価アンケートより

1年生の1学期につき、説明しなければならないことが多くなかなか話し合いができなかったが、少しずつ実技尾中に
話し合い取り入れてみたがあまりできていなかった。2学期は実習中心に授業を行うことになる。話し合い活動を取
り入れる工夫をして授業を行っていく。

作業中心の授業を展開し、前回の授業で作った作品を見ての振り返り、授業の最後に振り返りの時間をとって、話し
合い活動を取り入れた、なかなか時間がないので徹底できてない。2学期も実習中心になるのでさらに工夫をして授
業を展開する。

授業時数が少なく、作業中心の授業展開になっている。話し合い活動の時間がなかなかとれないのが現状である。
２学期は思考ツールや作業をしながらでも話し合い活動ができるように工夫して授業改善を行っていく。

重点目標教科 技術 ①生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得させる。
②進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。

学習指導に関する現状と課題（一学期・生徒による授業評価アンケートより）
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